
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会委員に係る委嘱式 

〇辞令交付 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 

第 1 号 
発 行：(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会事務局(津市文化振興課 ☎229-3250） 

発行月：平成 25 年 7 月 

開催概要 
会 議 名 (仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 
     委嘱式並びに第 1 回検討委員会 
日  時 平成 25 年 6 月 24 日（月） 10：00～12：00 
場  所 津市役所本庁舎 4 階 庁議室 
出 席 者  検討委員 11 名及び事務局  

前葉市長より、（仮称）津市久居ホー

ル整備基本計画検討委員会委員の委嘱

状を交付しました。 

 

○自己紹介 

各委員ひとことずつ施設に対する思

いを含めて、自己紹介いただきました。 

本日はご出席いただき、心から御礼申

し上げます。久居市民会館の新設は合併

当時から掲げられており、その中で、ポ

ルタひさいの再生が浮上してまいりまし

た。久居市民会館は、雨漏りがしており、

今年の 1 月一時休館をいたしました。 

久居市民会館を新設するにあたりポイ

ントは 3 つあります。1 つはホールをど

のようなものにしていくかです。2 つ目

は、関連する機能をどう持たせていくか 

ということ。3 つ目は、住民サービス機能を

一部持たせ、また、自治会の皆さんが集まる

ことのできる場所も必要であると考えていま

す。 

この(仮称)津市久居ホール整備基本計画検

討委員会は、地元の方々の思いを込めた施設

にしていただくような会に 

したいと考えました。でき 

るだけ早く計画を進めたい 

と考えておりますので、よ 

ろしくお願い申し上げます。 

市長あいさつ 

※このニュースレターは、(仮称)津市久居ホール整備に関する検討状況についてお知らせするため、随時発行
していきます。 



第 1 回検討委員会の主な内容 

〇会長の選出について 

 

 

 

〇（仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （仮称）津市久居ホール整備基本計画検討委員会の会長と
副会長を選出しました。 
 会長：山田康彦（国立大学法人三重大学教育学部教授） 
 副会長：稲垣博司（津市自治会連合会久居支部会長） 

久居駅周辺地区のまちづくり及び検討委員会設置の経緯を説明しました。 
・合併合意 20 事業のひとつである旧久居市の久居駅周辺地区まちづくり事業を引き継いだ

取組である、本市の副都市核としてのまちづくりを進めてきましたが、ポルタひさいの再
生を軸とした久居駅周辺地区のまちづくりビジョンを推進するに当たり、久居総合支所等
が移転することになりました。また、久居東鷹跡町エリアについては、庁舎跡地へ久居ふ
るさと文学館と連携した文化・交流活動拠点として、(仮称)津市久居ホールを整備してい
くことになり、そのための基本計画づくりを進めるため、地元の方々を中心とした検討委
員会を設置しました。  

〇（仮称）津市久居ホール建設予定地の概要について 
ホール建設予定地の概要を説明しました。   

計画地 現久居総合支所（津市久居東鷹跡町 246 番地） 
敷地面積 約 5,500 ㎡ 

 
・現在の久居市民会館の都市計画区域の指定が住居地域

であるため、劇場を建設することができません。久居
総合支所は、近隣商業地域(一部第 1 種住居地域) に
指定されているため劇場を建設することが可能です。 

・建ぺい率や容積率による面積制限、日影による中高層
建築物の高さの制限があります。 

近隣商業地域 

建ぺい率 80% 容積率 200% 

 
第 1 種住居地域 

建ぺい率 60% 容積率 200% 

【各委員からの主な意見】 
・予定されている 6 回の検討委員会では検討しきれない。委員会のような分科会を設けては

どうか。 
・久居総合支所がポルタひさいに移転するのなら、跡地に住民サービス機能を残してほしい。

また、防災拠点のサブ拠点としての役割も踏まえた構想としてほしい。 
・検討委員の中に、学校関係者がいないので、学校関係者の意見もヒアリングしてほしい。 
・久居市民会館と同等規模のホールがほしい。また、楽屋や搬出入等の使い勝手についても

意見を述べていきたい。10 年後、20 年後のメンテナンスのことも考えていきたい。 
・幾施設か視察しないと検討が難しいのではないか。 
・いろいろな議論を重ねても、参加していない市民には情報が伝わっていない。 
・津リージョンプラザと同等の面積に文化活動の場や住民サービス機能なども含めると、か

なり制限されたホールになるのではないか。市内のホールは、どれも 600 席ぐらいなの
でせっかく作るのであれば 1,000 席クラスのホールがよい。 

・合併した津市の中の久居だということ、津市は全国的にも市内のホール数が多いというこ
とを念頭におく必要がある。三重県内の全ての市町の劇場の数、席数と利用率を提示して
ほしい。三重県総合文化会館や津リージョンプラザなどがすでにあることを考慮しない
と、結果として利用がない納税者負担の施設となってしまう。 

・市内ホールの稼働率等の客観的なデータを提示してほしい。 
・久居の人だけでなく、他の地域の人も利用できるような施設にしてほしい。 

建設予定地 


